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２．２．２．２．技術技術技術技術ＰＲ事項ＰＲ事項ＰＲ事項ＰＲ事項    

『『『『    パワーエレクトロニクスのコア技術開発とパワーエレクトロニクスのコア技術開発とパワーエレクトロニクスのコア技術開発とパワーエレクトロニクスのコア技術開発とスマート・コミュニティ実証スマート・コミュニティ実証スマート・コミュニティ実証スマート・コミュニティ実証研究研究研究研究    』』』』                                                                                                                                                            スマート・コミュニティとは、社会インフラの意で、環境への配慮と快適な生活を両立するため 多岐にわたる技術を組み合わせたシステムを表します  
１．１．１．１．パワーエレクトロパワーエレクトロパワーエレクトロパワーエレクトロニクスのコア技術のニクスのコア技術のニクスのコア技術のニクスのコア技術の概要概要概要概要    

� 本研究では、発電から消費までの電力の流れを最良の状態でコントロールするためのパワーエレクトロニクスのコア技術の開発、およびスマート・コミュニティを実証する研究をしています。 
� 地球温暖化問題を解決だけでなく、電力供給が未整備の発展途上国の援助や災害時の非常電源などへ の利用にも役立つ技術です。 ◇ 特徴：パワーエレクトロニクス応用機器について ①高効率・・・共振回路を採用しているため効率が良い。 ②安価・小型軽量・・・安価なＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）による通信機能を持つ、コントローラ は小型・軽量・安価、プラグイン方式で簡単に増設できる。 ③高信頼性・・・独自のＩＬＱ最適 2 型サーボ方式で環境変化に強く、位相遅れがない。共振回路を 採用しているため、出力端子をショートさせても故障せず安全。 ④高精度・・・最適制御アルゴリズムの理論と最適制御系自動設計ツールにより精度を向上。                                

２２２２．．．．希望する希望する希望する希望する連携連携連携連携内容内容内容内容((((共同研究、試作品作りなど共同研究、試作品作りなど共同研究、試作品作りなど共同研究、試作品作りなど))))と相談に対応できると相談に対応できると相談に対応できると相談に対応できる技術技術技術技術分野分野分野分野        ◆◆◆◆スマート・コミュニティのスマート・コミュニティのスマート・コミュニティのスマート・コミュニティの実現に必要なパワーエレクトロニクス応用機器実現に必要なパワーエレクトロニクス応用機器実現に必要なパワーエレクトロニクス応用機器実現に必要なパワーエレクトロニクス応用機器の実用化に向けた共同開発を希望。の実用化に向けた共同開発を希望。の実用化に向けた共同開発を希望。の実用化に向けた共同開発を希望。     
３．特記事項３．特記事項３．特記事項３．特記事項    ●代表論文：A. Tokunaga, H. Takami, M. Nakamura, T. Okamoto:"An Optimal Observer Design for 2-inertia System via ILQ Design Method", in IEEE IAS 2012, Las Vegus, to be published.  

図１．ＬＮ２冷熱スターリング・エンジン 発電基礎実験装置（４０Ｗタイプ） 図２．高性能ＤＳＰ搭載、Ｃ言語ベースコンバータ ／インバータ制御用コントローラ 
 


